








The Idea of Church Governance During the English Revolution:  










                                                                            





 1645 年 1 月 10 日、国教会体制の象徴ともいえるカンタベリ大主教ウィリアム・ロ
ードが処刑され、1646 年 10 月には国教会の基本的な枠組みである主教制の法的な廃































































































































































































































































えざる再構築の試みが続けられていたことの一端を示しているのである。      
